
■対象区域の概要
○名称 けいはんな学研都市

（精華・西木津地区）
○面積 約５０６ｈａ
○人口 約２１,３００人

■対象区域のビジョン
・世界の未来像を提示

・科学技術のイノベーションの創造

拠点となる

・科学技術と生活・文化が融合し

た未来社会を先導

・安全・安心で高質な都市環境を

備える

スマートけいはんなプロジェクト（スマートけいはんなＰＪ推進協議会） １
■多様な交通手段を確保し、その先にある目的（病院・買い物・観光周遊など）との一体性を高めることで
サービスの付加価値を向上し、地域の活性化を図る

■けいはんな学研都市にて多数の研究・実証実験を行っており、次々とＰＪに組み入れ地域の課題を解決

■本事業全体の概要
位置図

けいはんな学研都市
（精華・西木津地区）

ラストワンマイルモビリティ

コネクテッドカー×バイタルデータ
による安全運転支援

デジタルツイン 連節バス
（幹線交通）

オープン型宅配BOX 見守り・外出
支援

運動能力・移動距離に
応じた外出支援

外出機会の創出・
にぎわいの創出

緊急時の
電源確保

学研都市型ＭａａＳ・α

モビリティハブ



スマートけいはんなプロジェクト（スマートけいはんなＰＪ推進協議会） ２
◼運営体制◼スマートシティの目標

◼導入技術（抜粋）

ラストワンマイルモビリティ
・施設間の多様な移動手段の確保による研究機関・企業の
垣根を越えた交流促進
・主要幹線道路の路線バスの最適化・再配置の検討による
さらなる利便性向上

・路線バスとの交通結節点を、地域住民が集う交流の場と
なるモビリティハブとして整備（中継点から目的地へ）

ＧＰＳ搭載シェアサイクル
・施設間の多様な移動手段の確保による研究機関・企業の
垣根を越えた交流促進
・ラストワンマイルモビリティとの連携で個人の運動能力に
応じた利用の選択が可能

コネクテッドカー×バイタルデータによる
安全運転支援
・脈拍等をＡＩで解析
・運転手や車両が起因する事故の事前把握

ＡＩデバイスによるライフサポートサービス
・服薬・食事・健康管理を支援
・運動能力に応じた外出支援
・会話ログの分析による体調管理

電柱吊りオープン型宅配ボックス
・電柱の「電源がある」「どこにでもある」という
点を活かし、住宅地に面的設置
・物流効率化により、再配達コストおよびCO2

排出量を削減

デジタルツイン
・様々な施策や事業を横断的に把握・分析
・モビリティの利用状況や既存の交通機関
との接続状況の可視化
・単一のシステムで横断的に可視化、分析

■高齢者のコミュニケーション・見守りの仕組み【2023年度末目標】
a)ＡＩデバイス利用登録者世帯 (全世帯の10%がAIﾃﾞﾊﾞｲｽを活用)

b)地域健康ポイントによる高齢者の外出機会創出
(高齢者世帯の3%が地域健康ポイントを獲得)

■イノベーションの推進【2023年度末目標】
a)企業の就業者のマイカー通勤率 （現状40%から35%に転換)

b)地域住民の移動におけるマイカーによる買物利用率
（現状81%から70%に転換)

c)CO2排出量 （-327トン／年の削減）
■安心・安全なまちづくり
a)地域の防災拠点等の防災力強化(１箇所の設置 2022年度末）
b)地域への宅配ボックスの設置（実証） (３箇所の設置 2020年度末）

(データ管理)
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◼ビジネスモデル ◼スケジュール

２０１９

２０２０

２０２１

２０２２

２０２３

計画策定

モビリティ 地域活性化 健康医療 エネルギー
防災

ＧＰＳ搭載シ
ェアサイクル
実証実験

グリーンスロ
ーモビリティ
実証実験

社会実装

資金計画策定

エリア・サービス
拡大

移動コワーキング
実証実験

調査

社会実装

実証実験

運営体制
構築

サービス

アプリの
整備

実証実験

社会実装

直流給電
技術検討

Ｖ２Ｘ、オープン
宅配実証実験

直流給電実証
実験

オープン宅配実
証範囲の拡大

社会実装

ＭａａＳ

学研都市型
ＭａａＳ・α

システム
検証

Ｖ２Ｘ社会実装



1.文化・学術・研究の新たな展開の拠点づくり 2 我が国及び世界の文化・学術・研究の発展、並びに国民経済の発展への寄与

３ 未来を拓く知の創造都市の形成 ＜技術×文化×住民交流による開発＞

市民や研究者の知による生産や文化の創出を促進し、日々新しい価値を創造するとともに、先進的で自立的な「持続可能社会」での
市民や研究者による住まい方や生き方を創造し発信していく都市の形成を目指す。

社会課題を解決する、
学研都市の知の集積

KICK

ATR

量子機構

NICT
理化学研究所

府立医大

RITE

イノベーションを創造する
国際研究ネットワーク

「京都ビッグデータ活用プラットフォーム」（産学官NPO等で構成）
立地企業、研究機関、地元市町の様々な交流

グリーンフィールド
（府保有地を含む約300haの開発）

ブラウンフィールド

社会
課題

解決
実証

人生100年時代にふさわしく健康
で充実したスマートライフ

AI時代にふさわしい教育
次代を担う人材育成

土台となる「関西文化学術研究都市（愛称：けいはんな学研都市）建設」の理念・基本方針

‶グローバル連携“
国内外433機関と連携・協力関係

都市
発展
必要
基盤

まほろば・けいはんなSSHサイエンスフェスティバル

・市町（行政）の都市マネジメント力の向上、官民連携による住民サービスのレベルアップ

(けいはんなリサーチコンプレックス)

・さりげなく見守り、健康を押しつけない
健康生活支援ITサービス

・住民個々の生活シーンにフィットした
アダプティブMaaS＋α

・スマートライフ共通サービス
（マイナンバーカード活用、デジタルツイン）

～社会課題解決への挑戦が都市の持続力につながる世界トップの安寧な都市経営エコシステム～

・AIをツールとして活用した最適な学習
環境の整備

・AIには出来ない、人間ならではの能力向上
と社会参加

けいはんなサスティナブルスーパーシティ ４

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Watashino_Shigotokan_Kyoto_JPN_001.JPG


けいはんなサスティナブルスーパーシティの全体イメージ
～社会課題解決への挑戦が都市の持続力につながる世界トップの安寧な都市経営エコシステム～

国交省事業「スマートけいはんなプロジェクト」を発展的に拡大

ラストワンマイルモビリティ（シェアサイクル、デマンド交通）、AIデバイスを活用したコミュニティサービス、電柱宅配ボックス、
エネルギー関連事業などを実施するとともに、それらを俯瞰的に把握するためのデジタルツインを開発中。

ブラウンフィールドグリーンフィールド
食を通じた健康の増進

植物工場で栽培した
高機能性野菜による
ヘルスケアの推進

不安ストレスを解消する高嗜好性・
高機能性食品の研究開発

次世代の食の開発 ドローン配送実装

ドローンによ
る24時間即時
配送実用化開
発

次世代教育による子供の能力開発

健康コンシェルジュによるスマートライフ

スマートライフ支援 健康マネジメン
ト

・健康食事管理
・運動指導・支援
・オンライン診療
・服薬管理
・遠隔ＩＣＵ

健康データ活用

・電子決済・キャッシュレス
・お店情報・地域クーポン
等のお得情報
・自動運転モビリティ予約

ウェアラブルデバイ
ス等による健康デー
タを活用

還
元

バーチャル研究所

ＸＲ技術によるバーチャル
空間で研究活動。グローバ
ル最先端研究を創発

遠隔行政サービス

リモートキューブでどこで
もオンライン行政手続き

自動運転車両実装

モビリティ最適化、
完全自動運転事故ゼロ駐車

オンライン
個別最適学習

プログラミ
ング教育等

京都府保有地を中心とし
た

グリーンフィールドの整
備

⑤世界的研究環境
「けいはんなバーチャルラボ」
による国際共同研究サービス

活
用

ゼロカーボンシティ

地域マイクログリッド
排出ゴミ再利用+再生エネルギー

④ＡＩ時代にふさわしい
未来の学びサービス

③ スマートライフ
共通サービス

①さりげなく見守り、健康を押しつけない
健康生活支援ITサービス

②住民個々の生活シーンにフィッ
トしたアダプティブMaaS＋α

土地利用：文化学術研究ゾーン
（文化学術研究施設、研究開発型産業施設等の集積地）

実証成果を反映

けいはんなサスティナブルスーパーシティ ５


